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概要 
福井大学総合実験研究支援センターが所有する，液体および固体
高分解能ＮＭＲ装置と円二色性分光計を用いた分子構造解析 
液体ＮＭＲ装置（メーカー名，型式，磁場強度，特長） 
日本電子 LA-500(11.7Ｔ) 多核・インバース・磁場勾配測定 
日本電子 EX-400(9.4Ｔ) 多核・低周波数測定 
日本電子 AL-300(7.0Ｔ) 1H・13C 核専用，ゲル試料測定 
固体ＮＭＲ装置（メーカー名，型式，磁場強度，特長） 
Chemagnetics Infinity 300(7.0Ｔ) 多核・CP/MAS・CRAMPS 測定 
 測定試料および測定目的にあったパルスシーケンスを開発することによって，通常の標準測定では
得られない情報を短時間で取得することができる．例えば，磁場勾配パルス(PFG)と飽和回復法
(Saturation Recovery法；ＳＲ法)を組み合わせたパルスシーケンスを用いると，短時間で正確なスピ
ン－格子緩和時間（T1）を測定することができる．正確な T1の情報は，定量測定，例えば製造過程
で混入する，あるいは副生する微量成分の定量に不可欠である．標準測定には，このようなシーケン
スはなく，信頼できるデータを測定するのに多大な時間がかかる．また，円二色性(CD, circular 
dichroism)測定から立体構造に関する知見が得られる． 
グラフィカルな社会還元までのチャート 
関連している企業・大学・団体等  
関連する特許 1件  
関連する論文 1編 Characterization of Microbial Poly(ε-L-lysine) by FT-IR, Raman and 
Solid State 13C NMR spectroscopies, S. Maeda, et al., J. Mol. Struct., 
655, 149-155(2003). 
 
新しいパルスシーケンス
の開発などの液体および
固体NMR測定技術 
固体物質のカイラルな
構造解析技術の確立と
新規なカイラル固体機
能性材料の開発
標準的な液体NMR測
定法を用いた分子構
造解析手法 
各種工業製品の主生
成物の分子構造解析
及び副生成物・構造異
性体の分子構造解析
ならびに定量 
偏光変調分光法によ
る固体試料の円二色
性(CD)分光測定技術
 
 
シーズ シーズ
 
NMR装置(AL-300)
迅速な分子
構造解析手
法の確立 
